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　写実主義者たるべく余りに詩人であり、浪漫主義者たるべく余りに哲学者である芸術家──その一部は、彼らが若し自己の生活を肯定するならば、恐らくファンテジストたる路を撰ぶであらう。




　ファンテジイは想像を緯とし観察を経とする芸術的手法の一である。

　作者の感興を以て現実を程よく着色することである。

　非論理的事相に感覚的実在性を与へることである。

　必然を無視することによつて、新しき生命の躍動を感ぜしむることである。




　ファンテジイは常に「明るき懐疑」の娘である。

「明るき懐疑」は「朗かな理知」を母とする。

「朗かな理知」は、オプチミストの涙よりもペスミストの微笑を愛したであらう。




　ファンテジイは必ずしも詩と一致しない。

　然しながら、多くの場合、作中人物の感情昂揚と相俟つて、作品に一脈の叙情味を与へる。




　ファンテジイは必ずしも喜劇的ではない、然しながら、多くの場合、作中人物の性格的不具乃至心理的メカニスムと結びついて、作品に一味の滑稽感を与へる。




　ファンテジイが単なる空想と異る所以は、作者の眼が常に「夢」から醒めてゐることである。




　カリカチュウルは客観の主観化（若し此の言葉が許されるならば）である。カリカチュリストは「現実」を信じてゐる。少くとも「現実」の観察を主眼とする。その微笑は「信ずるものゝ微笑」である。

　ファンテジイは、主観の客観化であり、ファンテジストは「現実」を疑つてゐる。少くとも「想像の遊戯」を忘れない。その微笑は、故に「信じないものゝ微笑」である。




　年少にしてファンテジイを解するものは稀である。

　多くの天才は、屡々初老に至つて最も優れたファンテジイの駆使者となつた。シェイクスピイヤ、モリエール、ゲエテ、ユゴオ、みな然りである。




　ミュツセとイプセンとロスタンは、壮年にして既に鮮かなるファンテジストであつた。




　ファンテジイは近代日本文学に最も欠けたるものゝ一つである。


底本：「岸田國士全集19」岩波書店

　　　1989（平成元）年12月8日発行

底本の親本：「言葉言葉言葉」改造社

　　　1926（大正15）年6月20日発行

初出：「時事新報」

　　　1925（大正14）年5月13、14日

※初出時「独断三幅対」の題の元に小題「一、フアンテジイ」（13日）「一、フアンテジイ（つゞき）」（14日）「二、めい〳〵の表現」（14日）「三、批評について」（15日）と連載された。この作品は「一、フアンテジイ」「一、フアンテジイ（つゞき）」が「言葉言葉言葉」にて「ファンテジイ」の題のもとに収録されたものである。

入力：tatsuki

校正：Juki

2009年1月13日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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